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平
成　

年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま

１７

し
た
。
合
併
後
初
め
て
と
な
る
年
間
予
算

で
は
、
ま
ず
市
と
し
て
の
一
体
性
の
確
保

を
基
本
に
臨
み
、
新
た
な
建
設
事
業
な
ど

は
本
年
度
に
策
定
す
る「
新
市
総
合
計
画
」

に
位
置
付
け
て
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と

し
、
新
規
事
業
の
着
手
は
見
送
っ
て
い
ま

す
。

　

予
算
額
は
一
般
会
計
２
７
３
億
８
０
０

０
万
円
で
、
平
成　

年
度
の
合
併
前
市
町

１６

村
の
合
計
額
と
比
較
す
る
と
、
約　

億
１２

円
、
４
・
１
㌫ 
減
少
し
て
い
ま
す
。
近
隣

市
町
村
と
の
比
較
で
は
、
合
併
前
の
中
津

川
市
が
人
口
５
万
５
千
人
で
１
７
７
億
３

１
０
０
万
円
、
人
口　

万
４
千
人
の
多
治

１０

見
市
で
も
２
８
１
億
９
７
０
０
万
円
（
い

ず
れ
も　

年
度
の
当
初
予
算
額
）
と
な
っ

１６

て
い
ま
す
。
今
後
、
合
併
の
効
果
を
生
か

し
た
事
務
事
業
の
精
査
や
、
類
似
施
設
の

統
廃
合
を
進
め
、
予
算
総
額
を
抑
制
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
着
実
な
生
活
関
連
施
設
の
整
備
・
地
域
振

興
を
進
め
、
福
祉
施
策
を
充
実
】

　

新
年
度
予
算
で
は
、
旧
市
町
村
で
進
め

て
き
た
上
下
水
道
事
業
な
ど
生
活
関
連
施

設
の
整
備
を
は
じ
め
、
国
道　

号
恵
中
拡

１９

幅
事
業
や
東
雲
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
、
大

崎
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
道
路
基
盤
整

備
も
計
画
通
り
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

合
併
に
よ
り
市
議
会
議
員
や
特
別
職
の

報
酬
、
一
般
職
員
の
削
減
な
ど
前
年
の
旧

６
市
町
村
の
予
算
額
か
ら
人
件
費
で
約
６

億
円
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
合
併

協
議
に
よ
り
充
実
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
乳

幼
児
医
療
費
の
無
料
化
の
拡
大
や
合
併
処

人
・
地
域
・
自
然
が
調
和
し
た
交
流
都
市
の
実
現
に
向
け

□平成１７年度会計別予算額
当初予算の内訳

２７３億８,０００万円一般会計
1８5億０,０２０万円特別会計
５６億４,２００万円　老人保健医療特別会計
４５億０,７６０万円　国民健康保険特別会計（事業）
７億４,９８０万円　国民健康保険特別会計（施設）
３６億１,０００万円　介護保険特別会計
2４億２,４００万円　公共下水道事業特別会計
1１億１,１７０万円　簡易水道事業特別会計
２億７,1９0万円　農業集落排水事業特別会計
９,３７０万円　温泉事業特別会計
６,４７０万円　駐車場事業特別会計
２,2８０万円　交通災害共済事業特別会計
1５０万円　上財産区特別会計
５０万円　遠山財産区特別会計

５８億３,４４３万円企業会計
３６億２,９４0万円収益的収入

　病院事業会計
１億３,９８０万円資本的支出
９億４,３９０万円収益的収入

　水道事業会計
６億５,７８０万円資本的支出
４億３,４９０万円収益的収入介護老人保健

施設事業会計 ２,８６３万円資本的支出
５１７億１,４６３万円予算総額
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一一般般会会計計２２７７３３ 億億８８千千万万円円のの内内訳訳

理
浄
化
槽
の
補
助
金
の
増
額
、
生
活
保
護

な
ど
恵
南
地
区
で
は
県
が
行
っ
て
い
た
業

務
の
市
へ
の
移
管
な
ど
の
経
費
が
約
３
億

５
千
万
円
増
と
な
り
、
合
併
の
効
果
に
よ

り
削
減
し
た
経
費
を
福
祉
の
充
実
に
充
て

て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成　

年
度
予
算
で
は
、
合
併
し

１７

た
旧
市
町
村
が
行
っ
て
き
た
事
務
事
業
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
地
域
づ
く
り

を
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
個
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
新
た
に
「
地

域
振
興
基
金
」
を
創
設
し
、
合
併
特
例
債

等
を
活
用
し
て　

億
円
を
積
立
金
と
し
て

１２

計
上
し
て
い
ま
す
。

【
会
計
別
の
予
算
額
】

　

一
般
会
計
は
、
合
併
に
よ
る
経
費
削
減

や
新
規
建
設
事
業
の
抑
制
な
ど
で
前
年
の

旧
６
市
町
村
の
合
算
額
よ
り　

億
７
８
０

１１

０
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
旧
恵
那
市
と
山
岡

町
で
行
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
全
市
に
広

げ
る
こ
と
か
ら
５
８
２
万
円
の
増
。
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
で
２

億
８
千
万
円
や
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

で
３
億
１
４
０
０
万
円
、
介
護
保
険
特
別

会
計
（
事
業
勘
定
）
で
２
億
８
４
０
０
万

円
な
ど
保
健
医
療
関
係
経
費
が
、
医
療
給

付
費
の
伸
び
な
ど
か
ら
５
・
９ 
か
ら　

㌫
１０

 
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

で
は
平
成　

年
度
で
施
設
整
備
が
完
了
し

１６

た
こ
と
に
伴
い
、
３
億
２
７
０
０
万
円
余

り
減
る
な
ど
、
簡
易
水
道
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
あ
る
い
は
温
泉
事
業
な
ど
建
設

関
係
事
業
の
減
で
、
特
別
会
計
全
体
で
は

ほ
ぼ
前
年
度
と
同
程
度
の
予
算
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
や
水
道
事
業
会
計
で
も

※市民１人当たりの額は３月１日現在の住民基本台帳の人口、５７,６３１人で計算しています。

□一般会計の性質別予算額
構成比予算額内訳
100.0％２７３億８,０00万円総額
4１.１％１１２億 ７,５２９万円義務的経費
2１.3％５８億４,０１９万円人件費
1３.4％３６億６,６０６万円公債費
6.５％１７億６,９０４万円扶助費
１５.１％４１億２,６１８万円投資的経費
１５.１％４１億２,６１８万円普通建設事業費
１１.０％３０億０,８９８万円　単独事業
３.３％８億９,５２５万円　補助事業
0.８％２億２,１９5万円　県営事業負担金
４３.７％１１９億７,８５３万円その他の経費
1９.８％５４億２,6６６万円物件費
９.６％２６億３,７４３万円繰出金
７.６％２０億７.８６２万円補助費等
1.０％2億７,８４０万円維持補修費
0.４％９,８７８万円投資及び出資金
0.３％７,900万円貸付金
４.９％１３億4,９６５万円積立金
0.１％３,０00万円予備費

市民１人当たりの額
使われる金額納める市税の額
民生費

８８,９２４ 円

固定資産税

５９,８６２円

総務費

８２,３５４ 円

市民税

３６,４３４円

公債費

６３,６１３円

市たばこ税

５,９８０円

教育費

５８,８８０ 円

都市計画税

４,２９９円

衛生費

５８,８０５  円

軽自動車税

１,８６４円

その他
１２２,５１６円

その他
１,０５４円

合計
４７５,０９２ 円

合計
１０９,４９３円
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建
設
関
係
の
経
費
の
減
少
し
、
企
業
会
計

全
体
で
８
億
５
３
０
０
万
円
が
減
額
し
て

い
ま
す
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
全
体
で
は
、
前
年
度
か
ら　

億
２０

円
以
上
減
ら
し
た
予
算
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

【
一
般
会
計
予
算
（
歳
入
）】

　

一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
歳
入
で
一
番

多
額
に
な
っ
て
い
る
の
は「
地
方
交
付
税
」

で　

・
３
㌫ 
。
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

３０
譲
与
税
な
ど
を
含
め
る
と　

・
６
㌫ 
と
な

５０

り
、
依
存
財
源
の
比
率
が
高
く
、
今
後
は

こ
の
依
存
財
源
割
合
を
抑
制
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
債
（
市
の
借
金
）
は
、　

年
度
の

１７

借
り
入
れ
総
額
で　

億
２
４
５
０
万
円
と

２８

歳
入
の　

・
３
㌫ 
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１０

国
が
地
方
に
配
分
す
べ
き
資
金
が
な
い
た

め
、
不
足
を
埋
め
合
わ
せ
る
よ
う
市
が
借

金
で
手
当
て
す
る
「
臨
時
財
政
対
策
債
」

な
ど
が　

億
５
５
１
０
万
円
あ
り
、
こ
れ

１０

を
除
け
ば　

億
６
９
４
０
万
円
と
歳
入
の

１７

約
６
・
５
㌫ 
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
市
全

体
の
起
債
残
高
（
借
金
）
が
増
え
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
財
政
運
営
の
基
幹
と
な
る
市
税
は
、

総
額　

億
１
千
万
円
余
と
、
こ
こ
数
年
減

６３

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
で
家

屋
の
新
増
築
に
よ
る
増
な
ど
全
体
で
０
・

７
㌫ 
増
で
予
算
計
上
し
ま
し
た
。　
　

　

し
か
し
、
歳
出
総
額
を
賄
う
財
源
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
財
政
調
整
基
金

を
８
億
９
６
０
０
万
円
繰
り
入
れ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
建
設
関
係
基

金
の
繰
り
入
れ
を
含
め
て
、
取
り
崩
す
基

金
の
総
額
は　

億
６
５
０
０
万
円
余
と
な

１３

り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
予
算
（
歳
出
）】

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
総
務
費
は

新
た
な
基
金
の
造
成
が
あ
り
前
年
度
よ
り

　

・
０
㌫
、 ９
億
１
８
０
０
万
円
の
増
。
民

２４生
費
は
福
祉
医
療
費
の
増
加
や
保
健
医
療

に
係
る
特
別
会
計
へ
の
負
担
増
な
ど
か
ら

　

・
５
㌫
、
６
億
８
６
０
０
万
円
増
加
し

１５て
い
ま
す
。
衛
生
費
は
、
火
葬
場
の
建
設

事
業
費
が
大
き
く
減
少
し
た
一
方
で
、
エ

コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
の
施
設
改
造
経
費
の
増

が
あ
り　

・
３
㌫
、
３
億
９
千
万
円
の
減
。

１０

農
林
水
産
業
費
は
山
岡
と
串
原
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
施
設
整
備
の
減
な
ど
か
ら　

・
９
㌫ 
、

２５

７
億
２
６
０
０
万
円
の
減
。
土
木
費
は
新

規
の
事
業
着
手
を
抑
制
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
８
・
３
㌫
、
２
億
７
７
０
０
万
円
減
。

公
債
費
（
借
金
の
返
済
）
は　

年
度
の
一

１６

時
的
な
償
還
が
減
し
た
こ
と
か
ら　

・
５

１８

㌫
、
８
億
３
４
０
０
万
円
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
教
育
費
で
は
継
続
事
業
で
あ
る

「
恵
那
北
小
学
校
建
設
事
業
」「
武
並
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設
事
業
」
の
ほ
か
、
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場
の
管
理
運
営
が
ス
タ
ー
ト
す

る
な
ど
、
総
額
で
は　

億
９
３
０
０
万
円

３３

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
に
見
る
と
、
義
務
的
経
費
で

は
、
人
件
費
が
合
併
に
よ
る
議
員
や
特
別

職
の
減
、
一
般
職
員
の
減
に
よ
り
約
５
億

９
０
０
０
万
円
減
し
、
扶
助
費
が
福
祉
医

療
の
増
に
よ
り
、
合
併
前
の
市
町
村
合
計

予
算
額
よ
り
１
億
７
２
０
０
万
円
増
額
し

て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
新
火
葬
場
建
設
費

の
減
（
７
億
３
４
０
０
万
円
）、
恵
那
北
小

学
校
の
建
設
費
の
減
（
５
億
１
６
０
０
万

円
）
な
ど
に
よ
り
、
約
半
分
に
減
少
し
て

い
ま
す
。（
平
成　

年
度
の
決
算
額
と
比

１５

較
し
て　

・
５
㌫
の
減
）

５２

　

施
設
の
維
持
管
理
委
託
料
や
光
熱
水

費
、
消
耗
品
、
臨
時
職
員
賃
金
な
ど
の
物

件
費
は
、
学
校
給
食
の
賄
い
材
料
費
が
新

た
に
予
算
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
や
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
の
維
持
管
理
経
費
、
恵
那
ス
ケ
ー
ト

場
の
維
持
管
理
経
費
が
新
た
に
加
え
ら
れ

た
こ
と
、
恵
南
福
祉
保
健
衛
生
組
合
な
ど

の
一
部
事
務
組
合
が
行
っ
て
い
た
経
費
が

合
算
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、　

年
度
の

１５

決
算
額
よ
り　

億
１
１
０
０
万
円
増
加
し

１１

て
い
ま
す
。

　

補
助
費
は
一
部
事
務
組
合
の
負
担
金
が

本
来
の
支
出
に
計
上
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

９
億
８
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま

れ
、
育
成
さ
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め

の
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
」
に
基
づ

く
具
体
的
な
行
動
計
画
を
立
案
し
ま
す
。

　

保
育
園
で
の
未
満
児
保
育
や
延
長
保

育
・
障
害
児
保
育
な
ど
多
様
化
す
る
保
育

需
要
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
市
民
の
健

康
課
題
に
応
じ
た
予
防
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
と
し
、
増
加
し
つ
つ
あ
る
糖
尿
病
の

指
導
を
強
化
し
ま
す
。
医
療
費
の
増
加
が

市
の
財
政
負
担
を
大
き
く
し
て
お
り
、
基

本
健
診
事
業
や
健
康
相
談
事
業
、
あ
る
い

は
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
継
続
な
ど
に

よ
り
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
連
携
で
乳

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
元
気
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保

１２

険
事
業
は
、
平
成　

年
度
か
ら
の
第
３
期

１８

介
護
保
険
計
画
を
策
定
し
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
と
一
体

と
な
っ
て
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
努
め

 
新
年
度
予
算
の
使
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道

新
年
度
予
算
の
使
い
道
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ま
す
。

　

当
市
は
木
曽
川
や
矢
作
川
な
ど
多
く
の

河
川
と
森
林
、
田
園
風
景
、
棚
田
や
里
山

な
ど
後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き
豊
か
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
環

境
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
無
秩
序

な
開
発
を
防
止
し
、
河
川
改
修
や
ダ
ム
整

備
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
な
ど
自
然

災
害
の
防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
豊
か

な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

市
街
地
で
は
街
路
整
備
事
業
な
ど
、
快

適
な
都
市
環
境
と
景
観
の
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
交
通
安
全
対
策
事
業
と
し
て
、

歩
道
整
備
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
な
ど

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

生
活
の
基
盤
と
な
る
水
道
施
設
の
未
整

備
地
区
解
消
に
向
け
て
、
武
並
町
と
長
島

町
の
藤
・
山
中
・
茂
立
地
区
な
ど
で
上
水

道
の
拡
張
事
業
を
進
め
る
ほ
か
、
笠
置
町

毛
呂
窪
地
区
簡
易
水
道
事
業
の
実
施
設
計

や
上
矢
作
地
区
の
統
合
簡
易
水
道
浄
水
場

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

排
水
処
理
と
し
て
は
、
竹
折
地
区
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
処
理
場
建

設
に
取
り
掛
か
る
ほ
か
、
竹
折
、
明
智
、

上
矢
作
地
区
の
管
き
ょ
整
備
を
進
め
、
下

水
道
区
域
外
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備

に
補
助
金
の
上
乗
せ
を
し
、
設
置
の
促
進

に
努
め
ま
す
。

　

災
害
対
策
で
は
地
域
に
お
け
る
自
主
防

災
組
織
の
育
成
・
強
化
に
努
め
、
消
防
力

���������	
�

新年度の主な事業新年度の主な事業

健やかで若さあふれる元気なまち 

地域子育て支援センターの運営 ---------- 1,206万円

基本健診・ガン検診・健康相談の充実 -- 1億3,337万円

地域福祉計画の立案作業 ------------------- 1,581万円

無年金者の防止対策 ------------------------- 2,321万円

第３期介護保険計画の策定 ---------------- 2,893万円

明智回想法センターの運営 ------------------- 576万円

支援費制度の見直し -------------------- 4億2,653万円

福祉医療の継続 -------------------------- 5億7,194万円

人工透析施設整備基金の積み立て -- 1億1,635万円

救急救命士の技術向上と市民の救命研修 --- 931万円

豊かな自然と調和した安全なまち

冨田川の河川改修 ------------------------------- 250万円

県営中野方生活貯水池の整備促進 ------- 1,336万円

街路葛沢桑下線ほか1路線の整備 ---- 1億8,898万円

鏡山市営住宅の建設 ------------------------- 7,897万円

滝坂団地の整備 -------------------------- 1億6,840万円

姫栗、河合、椋実地区の水道基本計画策定 --- 445万円

毛呂窪簡易水道の実施設計 ---------------- 2,140万円

山中、茂立地区の上水道整備 ---------- 1億7,009万円

永平、新田、炭焼地区の上水道整備 ------- 3,320万円

上矢作統合簡易水道浄水場の整備 -- 1億1,189万円

自主防災隊、女性防火クラブの育成 -------- 374万円

新消防庁舎建設の検討 ------------------------- 878万円

消防無線統一の調査 ----------------------------- 95万円

交通安全施設の整備（雀子ケ根鏡山線、永田線など） -- 6,400万円

環境基本計画の策定（～H18） ---------------- 945万円

新火葬場の整備 -------------------------- 1億5,330万円

一般廃棄物最終処分場環境アセス（～H18） --- 831万円

公共下水道奥戸処理区管きょ整備 -- 2億9,176万円

竹折特環下水道管きょ整備 ----------- 1億4,910万円

明智特環下水道管きょ整備 ----------- 1億1,540万円

上矢作特環下水道管きょ整備 -------- 2億8,467万円

竹折処理場の建設着手 ----------------- 2億0,000万円

特環恵那峡処理区区域拡張の実施設計 ---- 1,620万円

合併処理浄化槽の設置促進（190基）  1億2,609万円

快適に暮らせる便利で美しいまち

大崎地区土地区画整理事業の推進 -- 1億9,045万円

▲認知症予防の拠点となる明智回想法センター

▲１０月に供用開始予定の新火葬場
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の
向
上
に
む
け
て
、
新
庁
舎
整
備
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
新

総
合
計
画
の
中
で
「
土
地
利
用
計
画
」
を

策
定
し
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

長
島
町
大
崎
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業

を
促
進
し
ま
す
。

　

地
域
間
の
交
流
を
支
え
る
「
道
路
体
系

の
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
国
道　

号
恵
中

１９

バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
、
国
道
４
１
８
号
の

本
郷
バ
イ
パ
ス
や
丸
山
バ
イ
パ
ス
、
県
道

阿
木
大
井
線
の
整
備
促
進
を
図
る
ほ
か
、

寺
田
石
山
線
、
栃
杭
線
、
大
平
柿
畑
線
、

飯
田
洞
線
な
ど
道
路
改
良
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

　

交
通
対
策
と
し
て
、
明
知
鉄
道
維
持
の

た
め
の
経
営
や
施
設
整
備
を
支
援
し
ま

す
。
路
線
バ
ス
は
市
の
委
託
に
よ
る
自
主

運
行
バ
ス
を　

路
線
で
実
施
す
る
ほ
か
、

２１

バ
ス
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
合
併
に
よ

る
地
域
間
の
情
報
格
差
を
是
正
す
る
た

め
、
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

当
市
の
面
積
の
約　
 
㌫ 
が
山
林
で
、
農

７８

用
地
は
７
・
２
㌫ 
で
す
が
、
農
林
水
産
業

は
国
産
材
の
価
格
低
迷
や
所
有
者
の
高
齢

化
、
作
付
け
制
限
な
ど
に
よ
り
経
営
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
国

の
農
業
構
造
改
革
に
呼
応
し
た
担
い
手
農

家
の
育
成
や
集
落
営
農
組
織
の
育
成
に
努

め
ま
す
。
ま
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

い
制
度
を
活
用
し
、
多
面
的
機
能
の
増
進

を
図
り
、
林
業
で
は
「
東
濃
ひ
の
き
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
と
公
共
施
設
へ
の
地
元

林
産
物
の
使
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
農
林
業
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
美
濃

東
部
区
域
農
用
地
総
合
整
備
事
業
や
県
営

中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
備
事
業

明
智
地
区
の
事
業
促
進
、
林
道
整
備
な
ど

を
進
め
ま
す
。

　

商
工
業
対
策
と
し
て
は
、
商
工
会
議
所

や
商
店
街
の
行
う
イ
ベ
ン
ト
や
空
き
店
舗

対
策
を
支
援
し
、
紙
・
寒
天
・
木
材
・
窯

業
な
ど
の
地
場
産
業
の
ほ
か
、
工
業
団
地

立
地
企
業
の
奨
励
な
ど
産
業
振
興
策
を
一

本
化
し
ま
す
。

　

特
に
当
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史

や
文
化
を
生
か
し
た
「
観
光
産
業
」「
地
域

交
流
」
が
要
と
な
り
ま
す
。
く
し
は
ら
温

泉
や
恵
那
峡
温
泉
、
岩
村
城
址
や
古
い
町

並
み
、
日
本
大
正
村
な
ど
の
観
光
資
源
と

伝
統
的
な
祭
り
な
ど
、
市
内
各
地
の
資
源

を
生
か
し
た
「
も
て
な
し
と
癒
し
の
観
光

地
」
と
し
て
滞
在
し
て
地
域
を
見
て
回
れ

る
よ
う
な
点
を
線
で
結
ぶ
観
光
振
興
を
進

め
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
市
研
究
指
定
校
を
中
心

に
積
極
的
な
授
業
作
り
に
努
め
、
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
特
色
あ
る
学
校
作
り
に
努

▲大井町の市営鏡山住宅は第３棟の建設に着手

▲祭りなど各地の資源を生かした観光施策を振興

▲武並コミュニティーセンターを建設

▲１２月オープン予定の県クリスタルパーク恵那スケート場
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め
ま
す
。
学
校
施
設
で
は
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整

備
（
５
校
）、
恵
那
北
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
プ
ー
ル
整
備
の
ほ
か
、
大
井
第
二
小

学
校
改
修
設
計
、
大
井
小
学
校
体
育
館
と

山
岡
小
学
校
の
建
て
替
え
調
査
設
計
、
串

原
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
調
査
を
進
め
ま

す
。

　

生
涯
学
習
環
境
の
充
実
と
し
て
、
武
並

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
ほ

か
、
市
内
全
域
で
市
民
講
座
や
多
様
な
年

齢
層
に
対
応
し
た
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

岩
村
町
の
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
」
で
の
家
屋
の
修
景
を
進
め
る
ほ
か
、

明
智
八
王
子
神
社
社
殿
修
復
な
ど
の
文
化

財
保
護
と
、
岩
村
歴
史
資
料
館
や
中
山
道

ひ
し
屋
資
料
館
な
ど
で
の
展
示
な
ど
、
文

化
財
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
、
一
本
化
さ
れ
た
財

団
法
人
恵
那
市
体
育
連
盟
の
充
実
強
化
を

支
援
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

　

地
域
自
治
会
や
自
主
的
な
市
民
活
動
組

織
で
あ
る
「
恵
那
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
市

民
、
団
体
、
企
業
な
ど
自
主
的
に
公
益
活

動
を
行
う
団
体
を
支
援
し
、
市
民
参
加
を

促
進
し
ま
す
。
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
醸
成
に
当
た
っ
て
拠
点
と
な
る

「
地
域
集
会
施
設
」整
備
へ
の
助
成
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
策

定
し
た
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
家
庭
や
地

域
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
男
女
が

自
ら
の
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
生
き
生

き
と
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
推
進
し
ま
す
。

　

広
報
え
な
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に

に
よ
る
行
政
情
報
の
的
確
で
迅
速
な
提
供

と
充
実
を
進
め
ま
す
。
ま
た
地
域
懇
談
会

や
市
政
モ
ニ
タ
ー
、
広
報
直
通
便
な
ど
に

よ
り
き
め
細
か
い
広
聴
活
動
を
展
開
し
ま

す
。

□
問
い
合
わ
せ　

財
務
課
財
政
係�
２
６

―
２
１
１
１（
内
線
３
５
２
）
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地籍調査（25地区、26.61平方㌔） ----- 2億0,825万円

国道19号恵中拡幅の促進 ------------------- 3,900万円

市道の整備（寺田石山線、山岡4号線ほか） - 7億5,164万円

明知鉄道の施設整備、経営支援 ------------ 5,538万円

バス交通計画策定と路線バスの運行 -- 1億1,936万円

山岡・串原ＣＡＴＶの運営 ------------------ 7,872万円

ユビキタスネットワークの運営 ---------- 2,489万円

住民基本台帳ネットワークシステム ------- 500万円

オフィスオートメーションの推進 -- 3億6,821万円

国際交流事業の推進 ---------------------------- 638万円

花フェスタの参加 ------------------------------- 366万円

活力と創造性あふれる魅力あるまち

既存商店街の空き店舗対策の実施 ---------- 498万円

中山間地域等直接支払制度の活用 -- 1億8,302万円

美濃東部農用地総合整備事業 ------------- 3,131万円

飯地地区県営住環境整備事業 ------------- 4,380万円

明智地区中山間地農村活性化整備事業 - 4,062万円

森林整備地域活動支援交付金 ------------- 4,433万円

林道の整備（大沢線、神田線、カヤノ林道、暗井沢線） - 1億5,149万円

思いやりと文化を育む人づくりのまち

特色ある学校づくり ---------------------------- 135万円

校内LANの整備 ------------------------------- 1,068万円

恵那北小グラウンド、プールの整備 - 1億9,538万円

大井第二小学校の改修 ---------------------- 2,406万円

山岡小学校の建て替え ------------------------- 680万円

串原小中学校の耐震補強調査 ---------------- 740万円

武並コミュニティセンター整備 ----- 3億5,103万円

中野方コミュニティセンター設計 ---------- 615万円

恵那文化センター大規模改修の基本設計 -- 1,890万円

中山道広重美術館の運営 ------------------- 6,250万円

岩村伝統的建造物群保存地区の改修促進 -- 5,270万円

明智八王子神社社殿修復 ------------------- 1,380万円

岩村歴史資料館の運営 ------------------------- 701万円

中山道ひし屋資料館の運営 ------------------- 415万円

スケート場の運営 ---------------------------- 8,071万円

健全で心の通った協働のまち

広報えなの発行やホームページによる情報提供 -- 2,158万円

地域集会所の整備補助 ---------------------- 2,540万円

総合計画の策定 ------------------------------- 1,281万円

行政評価制度の本格導入 ---------------------- 252万円

※金額は万円未満を四捨五入しています。

▲国指定の岩村伝統的建造物群保存地区を修景
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